
①道路空間の活用による賑わい創出実験
・賑わいを創出する歩行者空間を拡充

②荷さばき集約化実験
・地区内における宅配便の配達および集荷の荷物の集約化

③駐車場所・駐車時間の適正化実験
・路上駐車車両の路外駐車場への誘導
・パーキング･メーターの適正利用に関する注意喚起

１．実験実施の背景

新宿駅東口地区賑わい創出・物流効率化の複合型社会実験 （東京都新宿区）

２．検証項目

３．実験内容

①回遊性（立寄り箇所）向上
②来街者の滞在時間増加
③仮設歩道利用者の行動種別
④仮設歩道の利用者数

・恒常的に人や車の往来が激しく、歩行者の安全性確保が懸念
・歩行者が休憩等に利用できる溜まり空間が少なく、空間的な魅力が低下
・路上荷さばきが頻繁で、荷さばき駐車場所を探索するうろつき車両や違法路上駐車等が発生しており、歩行者環境を阻害

【実験内容】

⑤ まちの魅力向上に対する満足度
⑥維持管理方法に対する意見
⑦既設歩道上の歩行者環境改善

【実験地域】 新宿駅東口地区

【実施期間】
平成29年10月14日（土）～11月30日（木）

図-2 一部車道の歩行者空間への転用イメージ

荷さばきの集約化実験の範囲
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図-1 荷さばき集約化のイメージ



４．検証結果

新宿駅東口地区賑わい創出・物流効率化の複合型社会実験 （東京都新宿区）

５．実験後の展開、明らかになった課題等

①道路空間の活用による賑わい創出実験
・持続的な取組みとするために、エリアマネジメント等
により収入を得て、運営費用や管理費用等の捻出方法

①回遊性（立寄り箇所）向上
・仮設歩道の設置がまちの回遊性向上に寄与

②来街者の滞在時間増加
・約33%が「まち全体で過ごす時間がのびた」と回答

③仮設歩道利用者の行動種別
・行動種別の増加に寄与（平常時は9種類、仮設歩道設置時は12種類）

④仮設歩道の利用者数
・平日に1,000人以上と多数の利用者を確認

⑤まちの魅力向上に対する満足度
・約72%が「5段階評価の上位2つ」を選択

⑥維持管理方法に対する意見
・不満はほとんどなかったことから、維持管理方法は適切

⑦既設歩道上の歩行者環境改善
・スマホ操作等が仮設歩道上で行われることで、歩行者環境が改善

図-3 アンケート調査結果

図-4 歩行者環境の改善

図-5 荷さばき集約化実験（2次デポ）

②荷さばき集約化実験/駐車場所･駐車時間の適正化実験
・参加店舗数･参加納入業者数の確保
・本格実施に向けた1次デポ、2次デポの確保
・取扱い荷物の範囲（例：食品等）の制約の拡大
・地域内の荷さばきルールの検討
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